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会務報告  Reports of the JSL Activities 
   

第５回青空地衣教室（京都高雄）の記録 
Report of the 4th Field Meeting (Takao, Kyoto) 

京都のあの夏の暑さが戻ってきた．学会大会が開催さ

れた 8 月 2-3 日は，まだ今年の異常気象から抜け出て

いなかったので，北国秋田から来た私にとってはそれほ

どでもなかった．しかし，青空教室が開催された翌日は

朝から京都特有の蒸し暑さであった．集合場所の京都駅

に到着するだけで体力のかなりを消耗した．京都駅に集

合したこの京都の暑さをものともしない面々は，吉村会

長をはじめとする小山内，河原一家，河合夫妻，志賀，

高橋，原と世話人の高萩（敬称略）らである．早速 JR

バスに乗車し，今日の目的地である高雄に向かう． 

高雄は市内から一つ山を越え，小一時間離れた場所に

ある．京都有数のもみじの名所でシーズンには歩道がま

るで心斎橋並になるが，夏は涼を求める人が若干集まる

くらいである．高雄バス停で下車，高雄神護寺への階段

を下りようとする．カナブン集団（この命名は以前地衣

類観察会に雑誌ビーパルの記者が参加したときに発声

した言葉，「まるでカナブンみたいですね」に基づいて

いる）は階段そばの石垣に貼り付いて写真撮影を開始し

た．今日は東海自然歩道を下って清滝まで行こうと思っ

ていた世話人らの気持ちをよそに，集団はいつもの観察

会と同様に動かない．カナブン集団，今日はどこまでい

けるやら． 

手には，「木毛」ウォッチングの手引き「近畿の地衣

類Ⅰ－京都高雄・清滝・嵐山の地衣類」を携えている．

この冊子には高雄・清滝・嵐山で認められた 67 種類が

掲載されている．中でも高雄はそのうち 53 種類を数え，

都会から小一時間の小さなエリアに多様な地衣相が認

められ，地衣特別名勝に指定したいくらいである．さて

集団は，こちらのカエデからあちらのカエデと移りつつ，

樹皮一面のモジゴケやアオゾメサネゴケの固着地衣，ト

ゲハクテンゴケやキウメノキゴケ，ウメノキゴケなど葉

状地衣を堪能しつつ，次第に暑さにめげてきた．なお一

人元気だったのは高橋さん，あろうことか私が密かにし

ていたヘリゲセンスゴケの大群落を見つけ出していた．

清滝川沿いにはヘラガタカブトゴケ，チヂレカブトゴケ

モドキがある．しかし，この 20 年で地衣相は次第に貧
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弱になり，サルオガセやツメゴケは特に減少した．バラ

イロヒゲゴケ，アカヒゲゴケ，カブトゴケモドキは，今

はもう見つからない． 

正午を過ぎ，休息と昼食をとるため清滝川の河原に下

りた．崖下の岩陰は風がありわずかに涼しい．河原一家

の子供たちは水を得てなお元気である．ここには清滝川

唯一のカワイワタケがある．カバイロイワモジゴケやイ

ワニクイボゴケを見ながら昼食，地衣談義に時を過ごす．

予定を変更してここから出発点の高雄バス停

に戻ることにした． 

行きのゆっくりペースに比べ，帰りは速い．

カナブン集団は行きと帰りがまるでちがう．川

口浩探検隊（知っている人いるかな？）のよう

である．しかしこの暑さ，致し方ないだろう．

高雄バス停に戻り，京都駅行きのバスを待つ．

帰りのバスでは暑さ疲れのためか京都駅まで

みんなぐっすりだった． 

高雄は交通の便利もよく，これから何度か

青空教室を開催したいと思っている．今回，い

い教訓を得た．夏だけは避けよう．参加者の皆

様，暑い中ご苦労様でした． 

なお，テキストとした冊子は希望があれば分与（有料）

しますのでご一報下さい． 
 

●日本地衣学会第 4 回青空地衣教室概要 

日 時： 2003 年 8 月 4 日(月) 10:00～ 

場 所： 京都府京都市右京区高雄 

参加者： 13 名 

（山本好和：第 4 回青空地衣教室世話人） 
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図 1 カエデに群がるカナブンたち（撮影：原 光二郎）


